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ドイツ・ウィーク最終日
ドイツリート・コンサート―ことばと
イメージと音楽と―について
野　 口　　 薫
　昨年秋に「ドイツ・ウィーク」の話が持ち上がってすぐ，独文からの
企画のひとつとして私はこのコンサートを提案した。そして，独文の OG
で，卒業後，デュッセルドルフの音大で長く修行したピアニスト大津亜矢
子さんと，その音楽仲間のドイツ人バリトン歌手アレクサンダー・ナジさ
んに協力を依頼し，一緒に構想を練り始めた。
　ナジさんは横浜にある「ドイツ学園」の音楽と物理（！）の先生を勤め
た後，自分でグループを作って音楽活動をする傍ら，都内のいくつかの合
唱団の指揮や歌唱指導にあたっておられる方である。昨年の独文合宿にも
参加し，創意とユーモアに溢れるワークショップの指導とすばらしい歌声
で我々を魅了した。大津さんも，これまでに何回か，ピアノや歌の仲間と
共に中大に来て，私の授業の枠内で「野バラ」などを学生と一緒に歌って
発声や発音の指導をしてくれたり，「詩人の恋」を題材にトークとミニ・
コンサートをしてくれた事がある。これらの経験を踏まえ，今回も単なる
コンサートではなく，互いに学び合う事が出来る学生参加型の催しにしよ
う，という点で我々の意見は一致した。何回かの打ち合わせの後，ゲーテ
やロマン派から 20世紀のブレヒトに至るドイツリートを 6曲ほど選び，
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「①これらのリートの歌詞から出発し，②学生は，詩を読んでそこから受
ける印象や連想を各自，絵や写真，アニメなどの形で自由に表現し作品化
して提出，③それらを比較鑑賞するための展示会を行い，④総仕上げの形
で最後にリート演奏会を行う」という段取りを決めた。
　企画の意図や意味を学生によく理解して参加してもらうために，今年度
の授業が始まって間もなく，4月末に，私が担当する二つのクラスの枠を
使って「予行演習」をした。この会で取り上げたのは，「ローレライ」（ジ
ルヒャー，シュトラウス）と，「冬の旅」（シューベルト）から「鴉」。ド
イツ語の詩をまず音読し，近藤朔風ほか有名な方々の訳詩を参照して意味
を考えてから，学生たちはそこから受け取ったイメージを（今回は時間が
ないので）めいめいごく簡単なスケッチで表現した。次いでナジさん自身
が制作したアニメ風の不思議な作品二つを眺め，議論した後，大津さんの
ピアノでナジさんの歌を聞く，という会であった。ナジさんの巧みな指導
で学生たちが身をもって体験したのは，詩の言葉の表面的な「内容」と詩
が本当に表現したい事，「テーマ」とは必ずしも一致しない，という事で
あった。学生たちはたとえばライン河に沈む夕日や，岩の上で金色の髪を
くしけずる乙女の姿を描いたが，それは言葉に表された前景に過ぎず，詩
のテーマを考えるに際して重要なのは，冒頭の „Ich weiss nicht, was soll 
es bedeuten…“，そして最後の „Ich glaube, das hat die Loreley getan!“の
詩行中に登場している „ich“の存在なのだ。ナジさんが歌う，シュトラウ
スのドラマティックな「ローレライ」は学生にその事を納得させるもので
あった。
　この会の最後に，6月末の「ドイツ・ウィーク」で演奏が予定される
リートの曲目が発表され，歌詞が配られて，学生たちと我々教員は「宿
題」を貰った形になる。協力を約束してくれていた独文の何人かの同僚と
私は，学生（1年生～ 4年生）のドイツ語力・理解力と詩の難易度を考え
合わせて 6曲を分担し，それぞれが担当する授業の枠内で時間の許す限
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り，「宿題」の詩を学生たちと読んで内容理解を助け，彼らの想像力を広
げて創作意欲を喚起するように努力した。学生たちは 5月中旬には自分
が扱いたい曲を選択し，それをどのような作品にまとめたいのか，およそ
の構想を提出，6月初旬の作品提出期限まで，それぞれのアイディアを熟
成させるための時間を持つことが出来た。
　締め切りまでに，あるいは（いつもの事ながら）それに少し遅れて，研
究室に届けられた学生の作品の数は 100点を超えていた。完成度はさま
ざまながら，そのアイディアが多岐にわたり，作品が多彩である事は驚く
ばかりであった，6月第 2土曜日，大津さん，ナジさん，そして我々教員
も同席して，コンサート会場で大型スクリーンに映し出して観客と共に鑑
賞，議論するための作品を選んだ。だが，これとは別に，学生たち自身に
彼らのセンスと鑑賞力にぜひとも発言権を与えようと，展示会場では来訪
者に小さな丸いカラー・シートを渡して，それぞれ，気に入った作品の下
にこれを貼る形で「投票」してもらう事にした。
　さて，6月 23日当日の会場であるが，中央大学は，残念ながら，大学
独自のコンサート・ホールを持たないので，学生の団体「第二ドイツ学
会」に協賛を依頼し，彼らの名義で学生のための施設「Cスクエア」の
ホールを借りてもらうしかなかった。300名を収容できる中ホールは，こ
の日すでに他の団体が使用することになっていたため，小ホール（108人
が定員）を借りる事になった。合わせて，その向かい側の展示会場を学
生作品の展示のために使わせてもらえる事になったのは幸いであったが，
108人しか入れない小ホールは少し小さすぎる気がしたし，「多目的ホー
ル」なるものの止むを得ない難点ながら，本格的「音楽ホール」として使
うには音響効果が最善ではない。だが贅沢を言っても仕方がない。普段は
教員には使用を許されない施設を，「ドイツ・ウィーク」という催しのた
めの特別措置という事で貸してもらえたのであるから，それに感謝し，与
えられた条件の中で最大の効果をあげられるよう，努力する事にした。
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　一週間前の 6月 16日，第二ドイツ学会の学生の手を借りて，展示会場
にパネルを並べ，テーマ別に学生たちの作品を展示し，真ん中のガラス・
ケースには取り上げた詩の作者や作曲家に関する本や資料も並べた。お気
に入りの作品に投票してもらうカラー・シールも用意，受付当番などの手
筈も整えた。Cスクエアの 3階の会場まで足を運んでくれる人の数は多
くはなかったが，それでも学生たちは，授業の合間に数名ずつ訪れては感
想を述べ合ったり，投票をしてくれ，コンサート当日までには赤や黄や緑
の丸いシールがかなりの数，貼られて，賑やかな様相を呈するに至った。
　22日，ナジさん，大津さん，そして詩の日本語訳の朗読者松本さんが
来校，最終のリハーサルを行う。ピアノやマイクの位置，大型スクリーン
に画像を映し出す技術的確認も終え，ホールには学生たちの手を借りて補
助椅子も含めて 130ほどの席を用意した。どの程度の入場者があるもの
やら心配であったので，簡単な「整理券」なるものを用意して出席予定の
学生たちに配布，外からのお客さんを含めて，これ位かな，と我々が予想
した入場者数が，130名であったのだ。
　予想は甘かった。午前中から続いた三つの催し（中大ドイツ語教育の歴
史，DAADの東京事務所長や DFG所長による講演など）から続いて席
に残っている来聴者が少なくなかった上に，コンサートを目指しての来場
者が時間の前からドアの前に溢れかえっていたために，整理券を確認して
入って貰う時間はないまま，150～ 160人位の人が会場に入っただろう
か。学生たちからの申し出で外からのお客様を優先したため，結局は，作
品がスクリーンに映し出される時に紹介されて一言ずつ何か言うことに
なっていた学生たちが気の毒にも「立ち見」の憂き目を見，壁際に立って
出番を待つ形になってしまった。（会場の換気が悪かったためにこの中か
らひとり気分が悪くなって倒れる学生を出してしまったのは，配慮が足ら
なかった私の責任で，返す返すも申し訳のない事であり，反省点である。）
　コンサート自体は大成功であった。プログラムは後掲の通りであるが，
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第一部，第二部，それぞれのテーマのもとに選ばれたリート一つ一つに関
して，まずドイツ語と日本語による詩の朗読があり，続いてその詩にまつ
わる学生たちの作品がスクリーンに映し出され紹介されて，制作者の学生
たちの一言，および彼らとナジさんとの間の短い意見交換があり，そして
一部，二部をそれぞれ締めくくる形でリートが演奏される，という運びで
あった。こうした手順を踏む事で，参加した学生はもとより，会場で初め
てこれらの詩に接した聴衆も，一つの詩をさまざまの視点から見たり考え
たりした上でリートを聞き，また曲によっては異なる作曲家の手になる曲
も合わせて聞く事で，詩というものの持つ奥行きと広がりはいくつもの解
釈を許すものである事が驚きと感動をもって体験出来た事と思う。大画面
に映し出された作品は，パステル画，水彩画，水墨画，動画，単一の写真
や組み写真など，いずれも若い感性と創意に溢れて美しく，観客の目を喜
ばせ，楽しませた。観客席の一列目を占めていた客人，DAADの東京事
務所長，DFG所長らも，コンサートの後のパーティーで賛辞を惜しまな
かったし，他学部の先生方からもさすが文学部の学生だという感想が寄せ
られた。
　我々教員も，普段の教室では発揮される事のなかった学生たちの芸術的
センスに触れて感銘を受けたのは無論である。と同時に，彼らの詩の受け
取り方について「なるほど，そうだろうな」という予想通りの反応の一
方，「え，そうなのか」とびっくりさせられる意外な反応もあった事を報
告しておきたい。前者の例としては，„Der Mond ist aufgegangen…“で始
まる，M．クラウディウスの „Abendlied“がある。ドイツでは子供から大
人まで大変ポピュラーな詩だというが，我々の学生は，詩の後半，敬虔主
義的キリスト教的な側面が前面にでてくる途端に退いてしまって，前半の
自然詩の部分にのみ反応した。後者の例は，フリードリッヒ・リュッケル
トの詩，„Ich bin der Welt abhanden gekommen“である。この詩の隠棲的
な姿勢は若者向きではないな，と考え，これに反応して作品を寄せて来る
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学生はいないのではないか，と思っていたところ，その逆で，寄せられた
作品の数は一番，多かった。展示会場での人気投票で一番多くの票を得た
のも，我々大人の選者の選には洩れた，都会らしい町並みを背景とする 4
枚の組み写真を縦に繋いで，そこに，紙の人型のような白抜きの人物を，
ふらーり，ふらーり，漂わせている作品であった。同じように都会の雑踏
のなかでひとり浮いている人間という図柄の作品がいくつかあって，人が
大勢いるのに誰とも繫がれないでいる，大都会の孤独とでもいうべきもの
を若者は感じているのだろうな，と思わされた。このテーマには他にも優
れたアイディアの作品が何点も寄せられていて，どれを選ぶか，とても
迷ったほどである。
　以下，何点かの作品を写真でお目にかける形で，この報告を終わらせて
頂く。
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Rückert „Ich bin der Welt abhanden gekommen“
青木怜音
M. Claudius „Abendlied“
住　阿佳音
Goethe „Schäfers Klagelied“
寺田栞
ドイツ・リート・絵画作品
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Eichendorff „Mondnacht“
　大西綾香ほか
Rückert
„Ich bin der Welt abhanden gekommen“
青山満里奈，山﨑美沙，中村初音
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Rückert
„Ich bin der Welt abhanden gekommen“
小谷莉香
Brecht
„An die Nachgeborenen“
水井香
Rückert
„Ich bin der Welt abhanden gekommen“
中村一茂
